
2.特 定建設作業に係 る騒音の規制基準

特定建設作業

地域の

区分

規制種別

く い 打 ち 機

く い 抜 き 機

くい打 くい抜機

び

よ

う

打

機

さ

く

岩

機

空

気

圧

縮

機

コン妙 一トプ ラント

アスファルトプ ラント

バ ツ舛 ウ

トラクターショペ ル

プ ルド ーサ㌧

基 準 値 ① ② 85デ シベ ル

作 業 時 刻

① 午後7時 ～午前7時 の時間内でないこと

② 午後10時 ～午前6時 の時間内でないこと

※1日 当りの

作 業 時 間

① 10時 間/日 を越 えな い こ と

② 14時 間/日 を越 えな い こ と

作 業 期 間

① 連続6日 を越 えないこと

② 連続6日 を越えないこと

作 業 日 ① ② 日曜 日その他 の休 日で ない こ と

(注)1.基 準値は特定建設作業の場所の敷地の境界線 での値

2.基 準値 を超えている場合、騒音の防止の方法のみならず、1日 の作業時間を※欄

に定 める時問未満4時 間以上の間において短縮 させることを勧告又 は命令できる。

3,地 域の区分(沖 縄県告示第95号 、最終改正:平 成24年3月16日 告示第138号)

①は第1種 、第2種 、第3種 区域及び第4種 区域のうち学校等の敷地の周囲概ね

80メ ー トルの区域内で、②は①以外の地域をい う。
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3.規 制に関する基準の対象外 となる特定建設作業

規制の内容

作業の種類

、

騒音の

大きさ

夜間または

深夜 作業

の 禁 止

一 日の作業

時間の制限

作業期間

の制 限

日曜 日その

他の休 日の

作 業 禁 止

作業を開始した日に終わる特定建設

作業 × × × X ×

災害その他非常の事態の発生により

緊急に行う必要のある特定建設作業 ○ × × × ×

人の生命または身体に対する危険を

防止するため特に行う必要のある特

定建設作業

○ × × × ×

鉄道または軌道の正常な連行を確保

するため特に行う必要のある特定建

設作業

○ × ○ ○ ×

道路法第34条 により道路の占有の許

可条件によって夜間または休 日に行

うこととされた特定建設作業

○ × O ○ ×

道路法第35条 により協議において、

夜間または休 日に行 うこととされた

特定建設作業

○ × ○ ○ ×

道路交通法第77条 により道路の使用

許可条件 によって夜間または休 日に

行 うこととされた特定建設作業(同

法第80条 によるものを含む)

0 X O ○ ×

電気事業法による変電所の変電工事

で、近接の電気工作物の機能を停止

させ ないと作業員の生命または身体

の安全が確保できないため 日曜、休

目に行 う必要のある特定作業建設

○ ○ ○ 0 ×

○:基 準の適用 をうけるもの ×:基 準の適用を受 けないもの
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